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数年来のカルヴァン研究を本年度もひき続き行って　　①二重予定論をめぐるカルヴァンとボルセックの神学
きた。本年におけるカルヴァン研究の主たる対象は，　　論争，⑦カルヴィニズムとジェズイッティズムの間の
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個 人 研 究
思考様式上の交錯と対立，③アソドレ・ビェレールに
よるカルヴァソ経済思想研究の分析と批判（これにつ
いては彼の著書の翻訳とあとがきでの評価を参照され
たい）である。本概要書においては，このうちの②の
みを紙数の関係からのべることにしたい。
　カルヴィニズムとジェズイッティズムは，16，7世紀
の宗教争乱と革命の時代に敵手として相まみえ，激し
く闘いあった。だが片やプロテスタソチズム，片やカ
ソリシズムという原理上の相異にもかかわらず，それ
がもたらす社会学的諸帰結にはおどろくほどの相似性
がみられる。その相似性を，カリマスが大衆工一トス
の変革のために及ぼすプロセスの諸階程においてみる
ならば，次のごとくになる。
　1．　カルヴァソ，ロヨラともに，なによりもまず神
に愚かれた人々であった。Sola　Deo　gloria（カルヴァ
ン），ad　majoreln　Dei　gloriam（ロヨラ）というあま
りにも相似した彼らの標語にもみられるごとく，神に
捉えられたと感じた宗教体験を経た後は，彼らは天地
万物の上に神の意志を見出し，すべてを神の栄光に奉
仕することをもって人生の目的とした。もちろん，神
奉仕ということの意味内容ことにそれに対する教義上
の意味づけにはおどろくほどのちがいがあるが，それ
にもかかわらず，まさに神への奉仕にすべてを凝集し
たところから派生する全生活連関はあまりにも相似な
ものが見出されるのである。すなわち，
　2．彼らは神に奉仕し神の栄光を実現するため，一
挙手一投足もゆるがせにすることなく，この目的のた
めひたすら自己を神の道具として，目的合理的に鍛え
あげていった。すなわち，一切の被造物的衝動を抑圧
し，たえざる苦闘を通じて使命実現の機械のごとく自
己の全生活を整備していったのである。
　3．　また彼らは神に愚かれた人として，一切の現世
的なるものを軽蔑したが，いわゆる東洋的垂範的予言
者乃至は神との神秘的合一を求める中世神秘家たちの
ごとくひたすら現世から逃避することなく，逆に現世
のただ中に入り，現世に神の意志を貫徹せしめ，それ
を変革することによって神の栄光を実現するという使
命予言者的乃至は使徒的路線に適進するのである。
　4，　この方法的，合理的な神奉仕と現世変革とが結
合するとき，驚ろくべき人間変革の体系が編出されて
くる。カルヴァンの場合，それは，「聖礼典の目的
は，神の前にも人の前にも証しが立つように人々を訓
練することにある」とする全生活の聖化をめざす教会
訓練の体系となって現われ，ロヨラの場合，「体操の
ごとく自己にうち克って邪まな情欲から解放され，神
の意志を発見し，救いを確実にする」精神訓練く霊
操〉の体系となって出現するのである。
　5・　このエートス変革の体系を通じて，強力な規律
をもった組織が形成されてくる。すなわち内外の世俗
的欲望と闘い現世を聖化せんとする戦闘の教化eccle－
sia　militansが形成されてくるのである。カルヴィニ
ズムにおいては，牧師会・長老会を中心に全市民を結
集し，日々教会訓練を通じて聖化に向って適進する聖
餐共同体として構成され，さらにカルヴィニズムが各
地に飛火したとき，厳格な選抜基準をもった真正カリ
マスの平信徒集団＝セクトとなり，イギリス革命にお
いては規律の厳しさをもって鳴るクロムウェルの新型
軍隊へと凝集されていくのである。イエズス会におい
ては，君主イエス・キリストに「死体のごとく」服従
するところの，いかなる中世修道院も軍隊もおよびえ
ないような峻烈極まりない規律と内面的自発的な服従
精神によって支えられたcompagnion　Jesuとして構
成されるに至るのである。
　6．　このecclesia　militansによって培われた戦士
たちは，一切の世俗的虚色を軽蔑し，一切の被造物的
衝動に支配されることなく，ひたすら任務に献身し，
いかなる事態が起ろうとも神の救いを信じて動揺する
ことのない不屈の人間，目的実現のためには全生活を
方法的に整備する最初の「職業人」となるに至った。
一言にしていえば，中世世界を変革して近代を創造す
る巨大な精神的原動力がここに生みだされてぎたので
ある。
　以上のような驚くべき相似性こそが，二つの陣営に
分かれて闘いつつも果した近代創造の偉大な役割一
ヵルヴィニズムでは，西欧諸国における資本主義形成
の精神的原動力となり，ジェズイッティズムでは，ヨ
ーロッパ文明による世界支配の導水路を切り開くパイ
オニアとなった一を説明するものである。では，い
かにして，この相似した組織的・方法的精神が生れた
か，という点について，私は，彼らの全生活の中で基
軸をなしている「禁欲の合理化」の問題について，焦
点をしぼつて，追求してきたし，今後とも追求するつ
もりである。
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